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地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 3,300 千円

交付金額 2,079 千円

事業番号 2

本市は製造業を中心とした産業都市であり、令和6年度の市内企業
における女性割合は、常用労働者が23.7％、パートタイム労働者が
74.4％である。一方で将来のDX活用について、56.5%の企業が活用
を考えており、今後も企業のデジタル化がさらに進む傾向が見られ
る。また、他の事業実施の中で、家事・育児優先の女性が多いこと
がわかったことから、デジタルスキルが在宅ワークや柔軟な働き方
を求める人にとって、一定のアドバンテージになると考えられる。

本事業は、デジタルスキルを学び、これを生かして起業や就労、副
業して収入を得ることを目的としている。講座には、44人もの申込
があり、選考の結果、目標のとおり20人が受講した。受講生と企業
とがそれぞれプレゼンテーションを行った上でマッチングの場を設
けたところ、正社員2人(2件)、パートタイム3人（4件）、業務委託5人
(9件)※、合計8人(15件）という成果が得られ 、3人就労という当初
の目標を達成した。

本事業自体をより効果的に実施するため、本市関係部署の窓口及
び施設にチラシを配架するとともに、周知を依頼した。また、商工会
議所等を通じて、デジタル人材やリモートワーカーを求める企業に
周知を図り、応募いただいた企業を本事業のパートナー企業として
登録。イベントにて、受講生とのマッチングを図った。さらに、受講生
が本市商工部局が実施している女性起業家育成支援事業を見学
するなど、相互連携を行った。

令和5年度のイベント後に、パートナー企業から、即戦力となる人材
について要望があったことから、令和6年度実践講座の内容を、仕
事の受注体験に改変。その結果、パートナー企業とのマッチング数
も多く、評価も高かった。また前年度受講生に対して、後追い調査
を実施。就労状況に大きな変化はなかったが、自分で学び向上す
るという意識が定着した人が多く、中長期的な目標に向かって自己
研鑽をしている様子が伺えた。加えて、講座内でＩＴパスポートを紹
介したことをきっかけに、受講生2名が取得。取得を通して、知識の
定着度を自覚し、自学自習を習慣づけるきっかけになると感じた。

令和5,6年度ともに定員より講座申込者が20人以上多かった。その
中には意欲はあるものの、受講レベルに達していない申込者もいる
と思われることから、翌年度の受講につなげるために、その方々が
スキルアップしていくためのフォローを行う必要がある。また、受講
生が企業との更なるマッチングを目指すため、本市商工部局や商工
会議所と連携し、パートナー企業を増やす取り組みも進めていく。

(1)デジタルスキルを学ぶ連続講座の開催
基礎講座4回と、実践講座5回を原則対面で実施。欠席者には録

画視聴対応。講座期間中はオンラインサポートとして受講生からの
質問等に対応。講座間に受講者へ課題等を出し、短期間でのスキ
ルアップを図った。
 (2)受講生とパートナー企業との マッチングを図るイベントの開催
受講生とパートナー企業とがそれぞれプレゼンテーションを行った

上でマッチングの場を設置。

※内訳はそれぞれでカウントしているが、合計については
重複を削除している



事業の概要

(1) デジタルスキルを学ぶ連続講座の開催
・基礎講座4回と、実践講座5回を対面(※第9回は大雪のためオンライン)で実施した。（欠席者には録画視聴対応。）
・講座は1回あたり進行等を含めて120分～150分程度。
・講座期間中はオンラインサポートとして受講生からの質問等に対応した。
・講座間に受講者へ課題等を出し、短期間でのスキルアップを図った。
 (2)受講生とパートナー企業との マッチングイベントの開催
・受講生とパートナー企業がそれぞれプレゼンテーションを行った上でマッチングの場を設置した。
(3)前年度受講生向けステップアップ講座の開催
・生成ＡＩ活用講座を実施。(1回120分の講座）
・生成ＡＩを活用した営業資料の作成を体験した。
【講座カリキュラム】
（事前説明会）講座内容説明、ロールモデル紹介、交流会
（第1回～第4回 基礎講座）マインドセット、ＰＣ・インターネットの基礎、コミュニケーションツールの活用
法、オンラインサービスの活用法
（第5回～第9回 実践講座）キャリアプラン、事務・経理体験、ＳＮＳ運用体験、データ入力・データ加工
体験、ホームページ運用体験、ポートフォリオ作成、生成ＡＩ活用
（最終回）プレゼンテーション及びマッチング
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